
水産用抗菌剤の取扱い等に 

関する新たな仕組みについて 

平成２９年１０月 

農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課水産安全室 
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１．薬剤耐性対策アクションプランを踏まえた対応 

薬剤耐性対策アクションプラン（H28.4.5関係閣僚会議決定）における
水産分野の主な取組 

 養殖業者、自治体担当者を対象とした講習会、研修会の実施・
充実。 

 養殖水産動物用の抗菌剤を使用する際の、獣医師、薬事監視
員、魚類防疫員等の専門家による指導体制強化。 

 水産分野における薬剤耐性に関する動向調査・監視を強化。 

 養殖水産動物用ワクチンの開発・使用の推進。 

水産用抗菌剤のより一層の適正使用を確保するための新たな
仕組みを検討 
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２．水産用医薬品の使用に関する記録及び 

水産用抗菌剤の取扱いについて 
（平成29年4月3日付消費・安全局長通知） 

通知の概要 

１．水産用医薬品（食用に供するために養殖されている水産動物に使用する動物用医薬品） 

 の使用記録の徹底に加え、 

２．水産用抗菌剤（水産用医薬品のうち抗菌性物質製剤）の購入の際に専門家の指導を 

 必要とする仕組みを新たに導入する 

 （平成30年1月1日から運用開始） 

専門家 

（魚類防疫員、魚類防疫
協力員、獣医師） 

・養殖業者等に抗菌剤の適正な
使用を指導 

養殖業者等 

・抗菌剤を適正に使用 

・抗菌剤の使用を｢使用記
録票｣に記録・保存 

動物用医薬品販売業者 

使用記録票を確認して抗菌
剤使用指導書を交付 

購入に際しては、抗菌剤使用指導
書の写しを提出 

抗菌剤使用指導
書に従って販売 

使用記録票を添付して抗菌剤
使用指導書の交付を申請 

① 

② 

③ 
④ 

予期せぬ疾病の発生等緊急時には、抗菌剤使用指導書なし
に抗菌剤を購入・販売することが可能（理由書の提出が必要） 
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（１）水産用医薬品の使用に関する記録について 

【養殖業者等】 

• 「動物用医薬品及び医薬品の使用の規制に関する省令」で 使用
基準が定められている水産用医薬品（抗菌剤、駆虫薬など）を使
用した際は、水産用医薬品の使用記録票に記載。 

【水産試験場等の指導機関】 

• 使用記録票への記載を徹底するよう養殖業者等を指導。 

• 養殖業者等による水産用医薬品の使用に当たり、疾病の診
断・薬剤感受性試験を実施し、使用に関する助言を行うととも
に、診断した疾病名の使用記録票への記載を指導。 

ポイント： 

水産用医薬品の使用記録を徹底するとともに、指導機関の指導により適正使用
を推進する。 
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使用記録票の様式 
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（２）水産用抗菌剤の取扱いについて 

１）使用に当たっての取扱い 

ポイント： 

水産用抗菌剤の購入に際しては、専門家から交付された使用指導書が必要となる。 

新たな仕組みの導入により、抗菌剤の適正使用を確保しつつ、水産分野の薬剤耐
性対策を推進する。 

【養殖業者等】 

• 水産用抗菌剤を使用しようとする場合には、専門家※へ水産用抗菌剤使用指導書の交
付を申請。 

 （水産用抗菌剤使用指導書交付申請書と、これまでに使用した水産用医薬品を 

  記載した使用記録票の写しを提出） 

• 使用記録票は２年間保存。 

※専門家とは、魚類防疫員、魚類防疫協力員、獣医師を指す。 

【専門家】 

• 養殖業者等から申請を受けたら、動物用医薬品の添付文書や使用基準等に照らして
使用記録票を確認し、使用指導書を交付するとともに、水産用抗菌剤の適切な使用を
指導。 

• 提出された申請書と使用記録票、交付した使用指導書それぞれの写しを、指導機関
へ提出。 6 



申請書の様式 使用指導書の様式 
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２）販売時の取扱い 

【養殖業者等】 

• 水産用抗菌剤を購入しようとする場合には、専門家から交付された使用指導書の写しを
動物用医薬品販売業者へ提出。 

【動物用医薬品販売業者】 

• 使用指導書の写しを提出した養殖業者等に、提出された使用指導書に従って水産用抗
菌剤を販売。 

• 使用指導書の写しは２年間保存。 

※ 予期しない疾病の発生等に対処するため緊急を要し、申請書を提出する余裕がない、 

 または使用指導書の交付を待つことができない場合 

【養殖業者等】 

• 水産用抗菌剤使用指導書に関する理由書を動物用医薬品販売業者へ提出。 

【動物用医薬品販売業者】 

• 理由書を提出した養殖業者等に、理由書に記載された水産用抗菌剤の販売が可能。 

• 水産用抗菌剤使用指導書に関する報告書に、提出された理由書の写しを添えて、 

 指導機関へ提出。 

• 理由書、報告書の写しは２年間保存。 
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理由書の様式 報告書の様式 
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【指導機関】 

• 養殖業者等に対し、使用指導書を交付する専門家の情報を提供。 

• 専門家から提出された使用記録票、申請書、使用指導書、動物用医薬品販売業者
から提出された理由書、報告書（それぞれの写し又は原本）を２年間保存するととも
に、それらを都道府県の薬事監視員に提供。 

 （動物用医薬品販売業者、養殖業者等の指導に活用） 

• 養殖業者等に対し、指導の際に突合できるように、使用記録票を２年間保存するよう
指導。 

【都道府県の薬事監視員】 

• 動物用医薬品販売業者に対し、使用指導書の写しを提出した養殖業者等に、提出さ
れた使用指導書に従って水産用抗菌剤を販売するよう指導。 

• 動物用医薬品販売業者に対し、指導の際に突合できるように、使用指導書の写し、
理由書、報告書の写しを２年間保存するよう指導。 

平成30年1月1日からの運用開始に向けて、今後、Ｑ＆Ａの当省ＨＰへの掲載等により、養
殖業者、動物用医薬品販売業者、専門家等関係者の理解の促進を行っていく予定。 

３）その他（指導機関からの指導等） 
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（参考）関連ウェブサイト 

○全般 

・農林水産省（水産動物の病気を防ぐために） 

 （ページ下部に薬剤耐性対策アクションプラン等を掲載） 

 （http://www.maff.go.jp/j/syouan/suisan/suisan_yobo/index.html） 

 

○水産用医薬品について 

・水産用医薬品の使用について（第30報）（農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課） 

 （http://www.maff.go.jp/j/syouan/suisan/suisan_yobo/attach/pdf/index-9.pdf） 

 

○動物用医薬品全体について 

・農林水産省動物医薬品検査所 

 （http://www.maff.go.jp/nval/） 

・動物用医薬品等データーベース 

 （主要な動物用医薬品の商品名称、主成分、対象動物等での検索等） 

 （http://www.nval.go.jp/asp/asp_dbDR_idx.asp） 

・公益社団法人日本動物用医薬品協会 

 （http://jvpa.jp/jvpa/）  
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